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運営に関わって
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大学院工学研究科
教授

私にとっての分子研とは、身近にな
い装置の利用や様々なシンポジウムへ
の参加のために訪問する場でした。親
しくさせていただいている分子研の先
生も多く、懇親会などで楽しく東岡崎
周辺で過ごしているうちにうっかり名
古屋までの終電を逃してしまったこと
もあります。分子研とは外部からしか
つながりのなかった私が所外委員とし
て分子研の運営に関わらせていただき
ました。2020年度から2023年度ま
で4年にわたって運営会議委員を務め
させていただき、たくさん学びの機会
を得ました。
任期前半はコロナ禍の真っただ中

であり、名古屋という近くにいながら
も分子研を訪問することがあまりでき
ませんでした。分子研の方々や委員の
皆さんと直接お目にかかる機会があま
りなかったのが心残りです。それでも、
オンラインでの真剣な会議を通して、
皆さんの分子研を良くしようという熱
い思いが伝わってきました。物理化学・
計測化学の人事が多く、有機化学を専
門とする私は査読などでは十分に貢献
できなかったのではないかと申し訳な
く思っております。
運営会議の議題は多岐にわたって

いました。所長選考や教員人事に加え、
装置利用の審査や将来構想に関するこ
ともありました。所長選考にまで所外
委員が関与するとは思ってもみなかっ
たので少々驚きました。やはり一番時

間を掛けていたのは教員人事でしょう。
大学内の人事に関わることも多くなり
ましたが、外部の人事に関わることな
どめったになく、分子研での人事がど
のように進められているのか興味を持
ちました。
実際に人事選考会議に参加してみる

と、複数の所外委員が加わり、透明性
の高い選考プロセスが定められている
ことが印象的でした。また、1つ1つの
応募書類に対して複数の委員で査読を
行い、丁寧な議論が行われていました。
とくに、一人ひとりの候補者について、
評価も含めたかなり詳細な議事録が作
成されており、会議に参加していない
人に対しても納得できる説明ができ
るように運営がされていると感じます。
一方で、よい人事をするには、よい候
補者を集められるかどうかが大切でも
あります。最近はどこの組織も候補者
を集めるのに苦労しているという話を
よく聞きます。また、アカデミアを目
指す若手が減っているという話もよく
耳に入ってきます。若手研究者の任期
制や独立性、研究費など様々な問題が
あります。大学に比べて分子研は「研
究のため」「研究者のため」ということ
でまとまり、変革が進めやすい組織だ
と思います。渡辺所長が主導された教
員ポジションの改革などが、奏功する
ことに期待しています。
もう一つ印象に残っているのが装置

利用の審査です。分子研の機器を所外

利用者に対して無料で公開し、さらに
旅費の支給までもある共同利用システ
ムは、分子研ロッジと相まって若手研
究者や地方から装置利用に来られる研
究者にとって素晴らしく魅力的なシス
テムであると思います。測定に対する
技術相談も受けられるとあっては、山
のような申請が来てしかるべきですが、
案外少ないかなと思いました。もちろ
んコロナ禍の影響が大きいと思います。
しかし、もしかすると知っている人に
とっては当たり前でも、知らない人は
多くいるのかもしれません。少なくと
も私は助教授になるまでは知りません
でした。よいシステムなのでもっとPR
して、潜在的な利用者を掘り起こして
もよいのではないかと思います。その
結果、利用申請の増加が予想され、審
査の負担も増えることが予想できます。
しかし、多くの課題の中から優れたも
のを選べる可能性も高まり、ひいては
日本発の優れた研究成果につながるか
もしれません。大学における測定装置
の導入・更新が難しくなっている現状
を考えると、共同利用施設の中核であ
る分子研の役割はますます大きくなっ
ていくことは間違いないと思います。
設備の充実と利用者の拡大に期待して
おります。
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2020年度から2023年度までの2
期4年間にわたり、UVSORの運営委員
を務めさせていただきました。この期
間は、新型コロナウイルス感染症の世
界的流行という未曽有の事態に直面し、
研究施設の運営にも大きな影響があり
ました。そのような困難な状況の中で、
UVSORが示した柔軟な対応と継続的な
発展の姿勢に深く感銘を受けました。
まず、コロナ禍での運営についてで

すが、多くの研究施設が活動の制限を
余儀なくされる中、UVSORは徹底した
三密対策を講じつつ、可能な限り実験
の継続を図っていました。限られたス
タッフで運営を行う難しさがある中で、
ユーザーの研究活動を支援するための
創意工夫が随所に見られました。この
姿勢は研究施設としての使命を全うし
ようとする強い意志の表れであり、高
く評価されるべきものと考えています。
UVSORの運営体制について印象に

残った点として、限られたスタッフで効
率的に運営を行っていく難しさを感じつ
つも、他施設の状況を常にウォッチしな
がら、細かいところで随時、そして迅速
に最適化が行われていると感じました。
大規模な変更を行わずとも、小さな改善
の積み重ねで質を担保して行く姿勢は非
常に参考になります。私は平成26年～
27年度にもUVSORの運営委員を仰せ
つかりましたが、その時の印象からして、
この数年の間に大きな変化があったと感
じました。組織改編が行われ、UVSOR-
IVの将来計画が進展し、次世代を見据
えた測定手法の開発や海外ユーザーの受
け入れ強化などの取り組みが積極的に進
められています。さらに、課題の採択倍

率も上昇し、一部のビームラインでは採
択が極めて難しい状況も生まれています。
これらの変化は、UVSORが自律的に発
展する組織へと成長しつつあることを示
していて、うちの施設も見習うべき点が
多々あると感じました。
一方で、課題の競争率が上がるに

つれて、審査そのものの質がより問わ
れるようになってくると考えられます。
UVSORの認知度や影響力を高めるため
にも、より対外的にアピールできる研究
や広がりのある研究を取り入れるような
課題選定の仕組みが求められるように
なってくるでしょう。現在のUVSORは
内部スタッフの声が強く反映される仕組
みのように見受けられますが、より強固
な組織になるためには、課題の将来性な
どを正確に見定める点に重きを置いた仕
組みも導入する必要があると感じていま
す。課題そのものの将来性を客観的に評
価する仕組みとして、AIを活用した審
査支援システムの導入などの革新的なア
プローチも期待するところです。
運営に関して、共同利用施設ではな

かなか導入しづらいチャレンジングな
取り組みにも果敢に挑戦してほしいと
思います。共同利用施設は、サイエン
スのＲ＆Ｄだけでなく、運営方法のＲ
＆Ｄを行う場でもあるべきだと（勝手
ながら）考えています。失敗を恐れず、
新しい運営形態を試行錯誤することで、
他の共同利用施設のモデルケースとな
ることを期待します。
情報発信のさらなる強化も、すでに

色々新しい取り組みをされていますが重
要な課題だと感じました。UVSORは世
界に比肩する低エネルギー光源の性能と

新しい計測技術の開発に取り組んでいま
すが、そのことをより積極的に国内外に
向けて発信していくことで、新規ユー
ザーの獲得や国際的な認知度の向上につ
ながると思います。コロナ禍で培ったリ
モートコミュニケーションのノウハウを
活かした情報発信にも大いに期待します。
いわゆる「学術放射光」のあり方が問わ

れるようになり、東大SORも様々な困難
に直面していますが、UVSORは2度のアッ
プグレードを経て、共同利用施設としての
さらなる進化を遂げるべく何度も将来計画
をブラッシュアップしてきました。その過
程を見るにつけ、これはUVSORだけの問
題ではないと強く感じました。放射光を基
盤とする学術が他の分野とどのようにつな
がって、それがどのような波及効果をもた
らしてきたのか、それが今後どのような新
しいサイエンスを生み出しうるのか、世界
の研究動向の中でどう位置付けられるのか、
イノベーションを推進する放射光群に対し
てどのような相乗効果があるのか、といっ
た多面的な検討の上に、学術放射光の価値
付けをする作業が（当然のことですが）必
要であると強く感じています。
最後に、この4年間を通じて、UVSOR

が着実に進化し続けている姿を見ること
ができたことを大変嬉しく思います。世
界トップレベルの低エネルギー光源施設
として今後もさらなる発展を遂げていく
ことを心から期待しています。同時に、
他の放射光施設との協力関係を深め、日
本の放射光科学全体の発展にも大きく貢
献していってほしいと思います。
UVSORの今後のさらなる飛躍と、

放射光科学の分野における一層の貢献
を心よりお祈りしています。
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